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連立方程式の計算 攻略法 

 

1 次の連立方程式を加減法で解きなさい。 

(1) 
x y

x y

+ =


− =

6

0
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(2) 
x y

x y

− = −


− =

5 2 1

5 3 1
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(3) 
x y

x y

+ =


− =

2 6

0
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(4) 
x y

x y

− =−

− − =−

3 2 9

3 5 12
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

 

 

(5) 
x y

x y

+ =


− =−

4 8

5 2 3
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(6) 
x y

x y

− =


+ = −

2 5 4

3 9
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(7) 
x y

x y

− + =


− =−

4 5

4 5 9
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(8) 
x y

x y

+ =


+ =

2 3 16

3 2 14
 

 

 

   答 
x

y

=


=
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2 次の連立方程式を代入法で解きなさい。 

(1) 
x y

y x

+ =


=

6

2
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(2) 
x y

x y

=


+ =

2

9
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(3) 
y x

x y

=

− + =−

3

2 10
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(4) 
x y

x y

+ =


= −

3 4 10

2
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

 

 

(5) 
y x

x y

− =−


= −

2 1

3 2
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(6) 
x y

x y

= +

− + =

1

2 4
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(7) 
x y

x y

+ =

− + =−

4 8

2 5 3
 

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(8) 
x y

x y

− =


− =

4 5 9

4 5
 

 

 

   答 
x

y

=


=
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3 次の連立方程式を代入法で解きなさい。 

(1) 
y x

x y

− − =


+ + =

4 3 18 0

2 1 0
 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(2) 
( )

x y

x x y

− + =


− − =

2 8 0

2 1
 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

 

 

(3) 
( )x y x y

x y

+ = − +


− + =

2 3 12 2

2 10 0
 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(4) 
( )x y

x y y

− − =−


− =

3 2 2 3

6 3 2
 

 

   答 
x

y

=


=
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4 次の連立方程式を解きなさい。 

(1) 
. .

. .

x y

y x

− + =


− =

0 5 1 8 4

0 6 0 2 1
 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(2) 
. . .

. . .

x y

x y

+ =


+ =

0 6 0 1 2 3

0 2 0 4 2 6
 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

 

 

(3) 
x y

yx

+ =



+ =

2 7

2
3 2

 

 

   答 
x

y

=


=
  

 

(4) 
x y

x y

− =



− =

3 4

2 3 1
5 2

 

 

   答 
x

y

=


=
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



おとうさん＝父

お母さん＝母   

 

 

① 連立方程式の文章問題は，上のように同じものを

＝ で結んだ式を 2つつくることである。 

② 求めたいものを x ，y と置き，

方程式を 2つつくる。 

 ③ 連立方程式を解く。 

④ 答えは，設問の求めているも

のを正確に書く。 
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個個  数数  とと  代代  金金  のの  問問  題題  
 

 

例題 

 1 個 80 円のりんごと 1 個 50 円のみかんを合わせて 12 個買い，810 円払いました。りんごとみかんをそれ

ぞれ何個買いましたか。 

 

考え方  ☆ りんごとみかんの個数をそれぞれ x 個， y 個とする。 

 

① 個数の関係から，1 つ目の方程式をつくる。 

 

「（りんごの個数）＋（みかんの個数）＝（あわせた個数）」 

 

② 代金の関係から，2 つ目の方程式をつくる。 

 

「（りんごの代金）＋（みかんの代金）＝（あわせた代金）」 
 

 

 

 

解法 

 

りんごとみかんの個数をそれぞれ x 個， y 個とする。 

 

式 

x y

x y

+ =


+ =

……①

……②　→　（両辺を10でわる）

12　　　　　　

80 50 810　　
 

 

 

x y

x y

+ =


+ =

　→　（両辺に8をかける）12　

8 5 81
 

 

'

x y

x y

+ =


+ =

……①'

……②

8 8 96　　　

8 5 81　　　
 

 

①’－②’をして x を消去する。 

y

y

=

=

3 15

5
 

 

①に y =5を代入する。 

x

x

+ =

=

5 12

7
 

 

答 りんご  7  個 

  みかん  5  個 
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実  践  問  題 
 

 

1 1本80円の鉛筆と1本100円のボールペンを合わせて10

本買って，860円払った。鉛筆とボールペンをそれぞれ何

本買いましたか。 

 

   答 鉛筆  本  

    ボールペン  本  

 
2 80 円切手と 50 円切手を合わせて 10 枚買ったところ，代

金の合計が 620 円であった。80 円切手と 50 円切手をそ

れぞれ何枚ずつ買いましたか。 
 

   答 80円切手  枚  

    50円切手  枚  

 

 

3 1個100円のりんごと1個60円のみかんを合わせて10個

買って，300円のかごに入れてもらったら，代金の合計が

1020円になった。りんごとみかんをそれぞれ何個買いま

したか。 

 

   答 りんご  個  

    みかん  個  

 
4 1 本 30 円の鉛筆と 1 本 50 円の鉛筆を合わせて 10 本と，

240 円の筆入れを買ったところ，代金の合計が 600 円に

なった。鉛筆をそれぞれ何本ずつ買いましたか。 
 

   答 30円  本  

    50円  本  
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代代 金金 のの 式式 をを 22 つつ たた てて るる 問問 題題  
 

 

例題 

 ある博物館に入るには，中学生 4 人と大人 3 人では 3400 円，中学生 5 人と大人 2 人では 3200 円かかりま

す。中学生 1 人，大人 1 人の入館料はそれぞれいくらですか。 

 

考え方  ☆ 中学生 1 人，大人 1 人の入館料をそれぞれ x 円， y 円とする。 

 

① 合計 3400 円になることから 1 つ目の方程式をつくる。 
 

「（中学生 4 人分の料金）＋（大人 3 人分の料金）＝3400 円」 
 

② 合計 3200 円になることから 2 つ目の方程式をつくる。 
 

「（中学生 5 人分の料金）＋（大人 2 人分の料金）＝3200 円」 

 

 

 

 

解法 

中学生 1 人，大人 1 人の入館料をそれぞれ x 円， y 円とする。 

 

式 

x y

x y

+ =


+ =

…①

…②

4 3 3400　

5 2 3200　
 

 

 
①2－②3で y を消去する。 

)

x y

x y

+ =

− + =

8 6 6800

15 6 9600
 

x

yx− = −

=

+7 28006

400
 

 

①に x = 400を代入する。 
y

y

y

 + =

=

=

4 400 3 3400

3 1800

600
 

 

 

 

 

 

答 中学生 1 人  400  円 

 大 人 1 人  600  円 
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実  践  問  題 
 

 

1 鉛筆2本と消しゴム3個の代金は350円，鉛筆4本と消し

ゴム2個の代金は340円である。このとき，鉛筆1本と消し

ゴム1個の代金をそれぞれ求めなさい。 

 

   答 鉛筆  円  

    消しゴム  円  

 
2 大きさの違う 2 種類の画用紙Ａ，Ｂがある。Ａ3 枚とＢ2 枚

を買うと 130 円，Ａ4 枚とＢ3 枚を買うと 180 円である。こ

のとき，Ａ1 枚とＢ1 枚の値段をそれぞれ求めなさい。 

 

   答 Ａ  円  

    Ｂ  円  

 

 

3 バラ5本とかすみ草3本では1600円，バラ2本とかすみ草

1本では610円である。バラ1本とかすみ草1本の値段を

それぞれ求めなさい。 

 

   答 バラ  円  

    かすみ草  円  

 
4 缶詰Ａ，Ｂがある。Ａを 3 個，Ｂを 2 個買うときの代金は

1400 円，Ａを 6 個，Ｂを 3 個買うときの代金は 2550 円で

ある。Ａ1 個とＢ1 個の値段をそれぞれ求めなさい。 
 

   答 Ａ  円  

    Ｂ  円  
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入入  れれ  かか  ええ  たた  数数  のの  問問  題題  
 

 

例題 

 2 けたの正の整数がある。この整数の各位の数の和は 5 で，また，十の位の数と一の位の数を入れかえて

できる整数は，もとの整数より 9 大きいという。もとの整数を求めなさい。 

 

考え方 

 

 

① 2 けたの整数を yx +10  とする。 
 

② 十の位の数は x ，一の位の数は y である。 
 

③ もとの整数   10  x  ＋ y  

 

入れかえた整数  10  y  ＋ x  
 

 

解法 

2 けたの正の整数を x y+10 とする。  

x y

y x x y

+ =


+ = + +

…①

…②

5　　　　　　　　

10 10 9　
 

x y

x y

+ =

− + = −

5

9 9 9　→（両辺を 9でわる）
 

'

x y

x y

+ =


− =−

…①

…②

5　

1　
 

 

 

①＋②’をして， y を消去する。  

x

x

=

=

2 4

2
 

 

①に x =2 を代入する。  

y

y

+ =

=

2 5

3
 

 

もとの整数は，  + =10 2 3 23   

 答   23    

  

 

２けたの整数 → x y+10  
 

３けたの整数 → x y z+ +100 10  

おぼえよう!! 



 
 

12 

 

実  践  問  題 
 

 

1 2けたの正の整数がある。この整数の各位の数の和は6

で，十の位の数と一の位の数を入れかえてできる整数

は，もとの整数より18大きいという。もとの整数を求めな

さい。 

 

 

 

   答     

 
2 2 けたの正の整数がある。この整数の各位の数の和は 8

で，十の位と一の位の数を入れかえると，もとの整数よ

り 18 大きくなるという。もとの整数を求めなさい。 
 

 

 

   答     

 

 

3 2けたの正の整数がある。この整数の各位の数の和は9

で，十の位の数と一の位の数を入れかえた整数は，もと

の整数の2倍より9小さい。もとの整数を求めなさい。 

 

 

 

   答     

 
4 2 けたの自然数がある。この自然数の十の位の数は，

一の位の数より 2 だけ小さい。この自然数を 2 倍した数

から，もとの自然数の十の位の数と一の位の数を入れ

かえた数をひいたところ，17 になったという。もとの自然

数を求めなさい。 

 

 

 

   答     
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距距離離・・速速ささ・・時時間間のの問問題題((11))  
 

～ ①途中で速さが変わる問題 ～ 

 

ポイント  図を書こう。図がそのまま式になる!! 

 

 

 

 
道のり

速さ
 ＝時間  

 
 

例題 

 Ａ地から 14 ㎞離れたＢ地へ行くのに，途中のＣ地までは自転車で，Ｃ地からは歩いて行ったら，1 時間

かかった。自転車の速さを毎時 18 ㎞，歩く速さを毎時 6 ㎞として，Ａ地からＣ地までの道のり，Ｃ地からＢ

地までの道のりをそれぞれ求めなさい。 

 

考え方 

 

● 図を書く。 

 

● Ａ地からＣ地までの道のりを x ㎞，Ｃ地からＢ

地までの道のりを y ㎞とする。 

 図がそのまま式になっている 
 

解法 

x y

yx

+ =



+ =

…①

…②　→（両辺に18をかける）

14　　

1　
18 6

 

 

 

'

x y

x y

+ =


+ =

…①

…②

14　　

3 18　
 

 

①－②’より， x を消去する 

y

y

− = −

=

2 4

2
 

 

①に y =2を代入する 

x

x

+ =

=

2 14

12
 

答 Ａ地からＣ地  12  ㎞ 

  Ｃ地からＢ地  2  ㎞ 
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実  践  問  題 
 

 

1 Ａ地からＢ地を通ってＣ地に行く道のりは14000mであ

る。ある人が自転車に乗って，この道をＡ地からＣ地まで

行くのに，Ａ地から途中のＢ地までは分速200m，Ｂ地か

らＣ地までは分速250mで走って，全体で60分かかったと

いう。Ａ地からＢ地までとＢ地からＣ地までの道のりはそ

れぞれ何mですか。 

 

 

 

   答 ＡＢ間  ｍ  

    ＢＣ間  ｍ  

 
2 ある人が，Ａ地からＢ地を通って 24 ㎞はなれたＣ地まで

行った。ＡＢ間は自転車で毎時 20 ㎞，ＢＣ間は歩いて毎

時 4 ㎞の速さで行ったら，全部で 3 時間かかったという。

ＡＢ間とＢＣ間の道のりをそれぞれ求めなさい。 

 

 

 

   答 ＡＢ間  ㎞  

    ＢＣ間  ㎞  

 

 

3 Aさんが家から1200m離れた駅まで行くのに，はじめは

分速80mで歩き，途中から分速120mで走ったところ12分

かかった。Aさんが歩いた距離と走った距離をそれぞれ

求めなさい。 

 

 

 

  答 歩いた距離  ｍ  

   走った距離  ｍ  

 
4 家から 15 ㎞離れた公園へ行くのに,はじめ自転車に乗っ

て毎時 10 ㎞の速さで走り,途中からは毎時 4 ㎞の速さで

歩いたら,全部で 2 時間 15 分かかった｡自転車に乗った

距離,歩いた距離をそれぞれ求めなさい｡ 
 

  

   答 自転車  ㎞  

    歩き  ㎞  
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距距離離・・速速ささ・・時時間間のの問問題題((22))  
 

～ ②池のまわりの問題 ～ 
 

 

例題 

 池のまわりに 1 周 6000m の道がある。この道を花子さんは自転車で，太郎君は徒歩でまわることにした。

同じ地点から同じ方向に同時に出発したところ，40 分後に花子さんは 1 周してきて，太郎君に追いついた。

追いついた地点から，今度はたがいに反対の方向へ同時に出発したところ，24 分後に 2 人は出会った。花

子さん，太郎君の速さをそれぞれ求めなさい。 

 
考え方  ☆ 花子さん，太郎君の速さをそれぞれ，毎分 x m，毎分 y m とする。 

 

ア 花子さんが太郎君に追いつく。 → 2 人の動いた距離の差 ＝ 池のまわり 1 周分 

〔同じ方向〕 

 
 

 

（花子さんの動いた距離）－（太郎君の動いた距離）＝6000m 
 

x y− =40 40 6000  

イ 花子さんと太郎君が出会う。 → 2 人の動いた距離の和 ＝ 池のまわり 1 周分 

〔反対方向〕 

 
 

 

（花子さんの動いた距離）＋（太郎君の動いた距離）＝6000m 

 

x y+ =24 24 6000  

  

解法 

x y

x y

 − =


+ =

40 40 6000　…①　→（両辺を40でわる）

24 24 6000　…②　→（両辺を24でわる）
 

 

  

'

'

x y

x y

− =


+ =

…①

…②

150　

250　
 

 

  

①’＋②’より， y を消去する 

x

x

=

=

2 400

200
 

 

②’に x =200 を代入する 

y

y

+ =

=

200 250

50
 

答 花子さん 毎分  200 m 

  太郎君  毎分   50 m 
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実  践  問  題 
 

 

1 周囲3000mの池をＡ，Ｂ2人がまわるのに，同時に同じ場

所を出発して，反対の方向にまわると15分で出会い，同

じ方向だと75分でＡがＢにちょうど1周差をつけるという。

このとき，Ａ，Ｂの速さをそれぞれ求めなさい。 

 

 

 

  答 Ａ 毎分  ｍ  

   Ｂ 毎分  ｍ  

 
2 周りの長さが 4000m の公園がある。この公園をＡ君は自

転車で，Ｂさんは徒歩で同時に同じ場所を出発した。反

対の方向にまわると 20 分で出会い，同じ方向にまわる

と 40 分でＡ君がＢさんを 1 周追いぬくという。Ａ君，Ｂさん

の速さをそれぞれ求めなさい。 

 

 

 

  答 Ａ君 毎分  ｍ  

   Ｂさん 毎分  ｍ  

 

 

3 湖のまわりに1周6㎞の道がある。この道をＡ君は自転車

で，Ｂ君は徒歩でまわることにした。同じ地点から同じ方

向に同時に出発したところ，40分後にＡ君は1周してきて

Ｂ君に追いついた。追いついた地点から，今度はたがい

に反対の方向へ同時に出発したところ，24分後に2人は

出会った。Ａ君，Ｂ君の速さをそれぞれ求めなさい。 

 

 

 

  答 Ａ君 毎分  ｍ  

   Ｂ君 毎分  ｍ  

 
4 周囲3㎞の池のまわりを，Ａ，Ｂ2人が同時に同じ地点か

ら出発して，同じ方向にまわると，1 時間後にＢがＡに追

いつき，反対方向にまわると，12 分後に出会うという。

Ａ，Ｂ2 人の速さをそれぞれ求めなさい。 
 

 

 

  答 Ａ 毎分  ｍ  

   Ｂ 毎分  ｍ  
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距距離離・・速速ささ・・時時間間のの問問題題((33))  
 

～ ③鉄橋・トンネルの問題 ～ 

 
 

例題 

 ある列車が，長さ 820m の鉄橋を渡り始めてから，渡り終わるまでに 40 秒かかった。またこの列車が，

長さ 1320m のトンネルに入り始めてから，出てしまうまでに 60 秒かかった。この列車の秒速と長さをそれ

ぞれ求めなさい。 

 

考え方 

 

① 列車の秒速を毎秒 x m，列車の長さを y m とする。 

 

 

 
 

 

② （列車の走った距離）＝（列車の速さ）×（かかった時間） 

 
解法 

y x

y x

+ =


+ =

…①

…②

820 40 　

1320 60 　
 

 

  

①－②より， y を消去する。 

x− = −500 20  
x = 25  

 

  

①に x = 25を代入する。 
y+ = 820 40 25  

y+ =820 1000  

y =180  

答 列車の速さ 毎秒  25  m 

   列車の長さ     180  m 

  

  

 

列車が走る距離は，鉄橋・トンネルの長さだけではない！ 

列車の長さの分も加える。 

ポイント 
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実  践  問  題 
 

 

1 一定の速さで進行中の列車が，長さ350mの鉄橋を渡り

始めてから，渡り終わるまでに23秒かかった。また，この

列車が同じ速さで長さ930mのトンネルに入り始めてから

完全に出るまでに52秒かかった。この列車の秒速と長さ

を求めなさい。 

 

 

 

 答 列車の速さ 毎秒  ｍ  

  列車の長さ  ｍ  

 
2 ある列車が長さ 200m の鉄橋を渡り始めてから，渡り終

わるまでに 20 秒かかった。また，この列車が長さ 800m

のトンネルに入り始めてから出るまでに 60 秒かかった。

列車の秒速と長さを求めなさい。 

 

 

 

 答 列車の速さ 毎秒  ｍ  

  列車の長さ  ｍ  

 

 

3 電車が 400m の長さの鉄橋を渡り終わるのに 35 秒，

550m の長さのトンネルを通過し終わるのに 45 秒かかっ

た。この電車の秒速と長さを求めなさい。ただし，電車は

一定の速さで走るものとする。 

 

 

 

 答 電車の速さ 毎秒  ｍ  

  電車の長さ  ｍ  

 
4 ある列車が長さ 550m の鉄橋を渡り始めてから，渡り終わ

るまでに 30 秒かかった。また，この列車が長さ 650m のト

ンネルをくぐるとき，すっかりかくれている時間が 20 秒で

あった。このとき，この列車の秒速と長さを求めなさい。 
 

 

 

 答 列車の速さ 毎秒  ｍ  

  列車の長さ  ｍ  
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割割  合合  のの  問問  題題  
 

 
 

 

例題 

 ある店では，ハンバーガーとフランクフルトを合わせて 200 個つくった。そのうち，ハンバーガーは 8 割，フラ

ンクフルトは 90％，合わせて 168 個売れた。 

 この店では，ハンバーガーとフランクフルトをそれぞれ何個つくったか求めなさい。 

 

考え方 

① つくったハンバーガーの数を x 個，つくったフランクフルトの数を y 個とする。 

 

② （売れたハンバーガーの数） ＝ （つくったハンバーガーの数） 810  

（売れたフランクフルトの数） ＝ （つくったフランクフルトの数） 90100  

 

③ 





（つくったハンバーガーの数）＋（つくったフランクフルトの数）＝200

（売れたハンバーガーの数）＋（売れたフランクフルトの数）＝168
 

 
 

解法 

8

x y

x y

+ =



+ =

…①

…② →（両辺に10をかける）

200　　　　　
　90 168　

10 100
 

 

 

x y

x y

+ =


+ =

200　　　→（両辺に9をかける）

8 9 1680
 

 

'

'

x y

x y

+ =


+ =

…①

…②

9 9 1800　　

8 9 1680　　
 

 

①’－②’より， y を消去する 

x =120  

 

①に x =120を代入する 
y+ =120 200  

y =80  

答 ハンバーガー   120  個 

  フランクフルト    80  個 

  

 

割合は分数になおそう。 

a 割 → a1
10

 ， b ％ → b1
100

で表せる。 

おぼえよう!! 
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実  践  問  題 
 

 

1 男女合わせて400人いる。男子の15％と女子の20％を

合わせると68人である。男子と女子の人数をそれぞれ求

めなさい。 

 

 

 

   答 男子  人  

    女子  人  

 
2 ＡとＢの所持金の合計は 3000 円であった。Ａは所持金

の 40％を，Ｂは所持金の 20％を出し，1000 円の品物を

買った。ＡとＢのはじめの所持金をそれぞれ求めなさ

い。 

 

 

 

   答 Ａ  円  

    Ｂ  円  

 

 

3 ある店でシャツとジーパンを1組買った。定価では1組

3500円だが，シャツは定価の6割，ジーパンは定価の8割

だったので，代金は2600円だった。このシャツとジーパン

の定価をそれぞれ求めなさい。 

 

  答  シャツ  円  

    ジーパン  円  

 
4 ある中学校の生徒数は 475 人である。このうち，男子の

生徒数の 10％と女子の生徒数の 20％が自転車通学を

しており，その合計は 70 人である。男子と女子の人数を

それぞれ求めなさい。 
 

 

   答 男子  人  

    女子  人  
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増増  減減  のの  問問  題題  

 
 

 

例題 

 ある学校で，昨年度の生徒数は 950 人で，今年度は男子が 3％，女子が 4％増えたので，今年度の生

徒数は 983 人になった。今年度の男子，女子の生徒はそれぞれ何人ですか。 

 

考え方 

☆ 今年度ではなく，昨年度の生徒数をもとにする。 

 

① 昨年度の男子を x 人，女子を y 人とする。 

② 今年度の生徒数を求める。 

今年度の男子 ＝ 昨年度の男子 × ( )+ 31
100  → x  × ( )+ 31

100  ＝ x103
100  

 

今年度の女子 ＝ 昨年度の女子 × ( )+ 41
100  → y  × ( )+ 41

100  ＝ y104
100  

③ 







昨年度の男子　＋　昨年度の女子　＝　950

今年度の男子　＋　今年度の女子　＝　983
 

 

解法 

x y

x y

+ =



+ =

…①

…②　→（両辺に100をかける）

950　　　　　

103 104 983　
100 100

 

x y

x y

+ =


+ =

→（両辺に104をかける）950　　

103 104 98300
 

'

'

x y

x y

+ =


+ =

…①

…②

104 104 98800　

103 104 98300　
 

①’－②’より， y を消去する 

x =500  

 

①に x =500 を代入する 

y

y

+ =

=

500 950

450
 

 

よって， 

今年度の男子  =103500 515
100

 

今年度の女子  =104450 468
100

 

 

答 男子  515  人 

  女子  468  人 

  

 

① 割合は分数になおそう。 

a 割 → a1
10

 ， b ％ → b1
100

で表せる。 

② a 割増える，b ％増える，のはもとの数を１として， 

もとの数 × ( )a+ 11
10

 ， もとの数 × ( )b+ 11
100

 

a 割減る，b ％減る，のはもとの数を１として， 

もとの数 × ( )a− 11
10

 ， もとの数 × ( )b− 11
100

 

 

おぼえよう!! 
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実  践  問  題 
 

 

1 ある中学校の生徒数は，昨年度は665人であった。今年

度は昨年度に比べて男子が4％，女子が5％増えたの

で，今年度の生徒数は695人になった。今年度の男子お

よび女子の生徒はそれぞれ何人ですか。 

 

 

 

   答 男子  人  

    女子  人  

 
2 Ａ高等学校の昨年度の生徒数は男女合わせて 1200 人

であった。今年度は昨年度に比べて，男子は 2％減少

し，女子は 4％増加したので，合計 1218 人になった。今

年度の男子，女子の生徒数はそれぞれ何人ですか。 

 

  

   答 男子  人  

    女子  人  

 

 

3 ある中学の昨年度の生徒数は全体で 330 人であった。

今年度は，昨年度より男子が 10％増え，女子が5％減っ

たので，全体で 9 人増えたという。今年度の男子，女子

の生徒数をそれぞれ求めなさい。 
 

 

 

  答  男子  人  

    女子  人  

 
4 ある学校で，昨年の生徒数は 800 人であったが，今年は

男子が 6％増え，女子が 2％減ったので，全体で 20 人増

えたことになる。今年の男子，女子の生徒数をそれぞれ

求めなさい。 
 

 

 

   答 男子  人  

    女子  人  
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食食  塩塩  水水  のの  問問  題題((11))  
 

 
 

～ ①食塩水の質量を求める問題 ～ 

 
 

例題 

 6％の食塩水と 12％の食塩水を混ぜて 10％の食塩水を 600g つくりたい。6％の食塩水と 12％の食塩水を

それぞれ何 g 混ぜればよいか。 

 

考え方 

① 6％の食塩水と 12％の食塩水をそれぞれ x g， y g 混ぜるとする。 

② 図を書いて考える。 

 
解法 

x y

x y

+ =



+ = 

…①

…②　→（両辺に100をかける）

600　　

6 12 10 600　　
100 100 100

 

x y

x y

+ =


+ = →（両辺を6でわる）

600

6 12 6000　
 

x y

x y

+ =


+ =

…①

…②'

600　

2 1000　
 

①－②’より， x を消去する 

y

y

− = −

=

400

400
 

①に y =400を代入する 

x

x

+ =

=

400 600

200
 

 

答   6％  200 g 

  12％  400 g 

  

 

① 食塩水Ａの質量＋食塩水Ｂの質量＝まぜた食塩水の質量 

 

② 
濃度ａ

100
 ×食塩水Ａの質量＋

濃度ｂ

100
 ×食塩水Ｂの質量 

 

＝
濃度ｃ

100
 ×まぜた食塩水の質量 

おぼえよう!! 



 
 

24 

 

実  践  問  題 
 

 

1 4％の食塩水と7％の食塩水を混ぜて，6％の食塩水を

300gつくりたい。それぞれ何g混ぜればよいか。 

 

 

 

   答 4％  ｇ  

    7％  ｇ  

 
2 10％の食塩水と 5％の食塩水を混ぜて，7％の食塩水を

600g つくりたい。それぞれ何 g 混ぜればよいか。 

 

 

 

   答 10％  ｇ  

    5％  ｇ  

 

 

3 6％の食塩水と 9％の食塩水を混ぜて，8％の食塩水を

720g つくりたい。それぞれ何 g 混ぜればよいか。 

 

 

 

   答 6％  ｇ  

    9％  ｇ  

 
4 銅をふくむ合金Ａ，Ｂがあり，Ａは 80％，Ｂは 50％の銅を

ふくんでいる。Ａ，Ｂをとかし合わせて 60％の銅をふくむ

合金Ｃを 45 ㎏つくりたい。Ａ，Ｂをそれぞれ何㎏とかせば

よいか。 
 

 

 

   答 Ａ  ㎏  

    Ｂ  ㎏  
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食食  塩塩  水水  のの  問問  題題((22))  
 

～ ②食塩水の質量を求める問題 ～ 
 

 

例題 

 濃度のちがうＡ，Ｂ2 種類の食塩水がある。Ａを 300g とＢを 100g 混ぜ合わせると，10％の食塩水ができ

る。また，Ａを100gとＢを300g混ぜ合わせると，6％の食塩水ができる。Ａ，Ｂの濃度はそれぞれ何％です

か。 

 

考え方 

① Ａ，Ｂの濃度をそれぞれ x ％， y ％とする。 

② 図を 2 通り書く。 

○ア  

 

○イ  

 

③ あとは公式にあてはめる。 

 

 
解法 

 

yx

yx


 +  = 


  +  = 


…①　→（両辺に100をかける）

…②　→（両辺に100をかける）

10300 100 400　
100 100 100

6100 300 400　
100 100 100

 

x y

x y

+ =


+ =

→（両辺を100でわる）

　→（両辺を100でわる）

300 100 4000　

100 300 2400
 

 

x y

x y

+ =


+ =

…①'　→（両辺に3をかける）3 40　

3 24
 

 

''

'

x y

x y

+ =


+ =

…①

…②

9 3 120　

3 24　
 

 

①’’－②’より， y を消去する 

x

x

=

=

8 96

12
 

 

①’に x =12を代入する 

y

y

+ =

=

36 40

4
 

 

 

答   Ａ  12 ％ 

  Ｂ   4 ％ 
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実  践  問  題 
 

 

1 濃度の異なる食塩水Ｐ，Ｑがある。Ｐを100gとＱを200g混

ぜ合わせると，12％の食塩水になり，Ｐを300gとＱを100g

混ぜ合わせると7％の食塩水になる。ＰとＱの濃度はそ

れぞれ何％か。 

 

 

 

   答 Ｐ  ％  

    Ｑ  ％  

 
2 Ａ，Ｂ2 種類の食塩水がある。Ａの食塩水 400g とＢの食

塩水200gを混ぜ合わせると6％の食塩水ができる。Ａの

食塩水 100g とＢの食塩水 500g を混ぜ合わせると 9％の

食塩水ができる。Ａ，Ｂの濃度はそれぞれ何％か。 

 

 

 

   答 Ａ  ％  

    Ｂ  ％  

 

 

3 Ａ，Ｂ2 つの食塩水がある。いまＡ，Ｂを 100g ずつとって

混ぜると，8％の食塩水となり，また，Ａを100g，Ｂを300g

とって混ぜると，10％の食塩水になる。Ａ，Ｂはそれぞれ

何％の食塩水ですか。 

 

 

 

   答 Ａ  ％  

    Ｂ  ％  

 
4 Ａ，Ｂ2 種類の食塩水がある。Ａの食塩水とＢの食塩水を

ともに200gずつ混ぜ合わせると，濃度が10％になった。

Ａの食塩水 250g にＢの食塩水 100g を加え，これに食塩

50g を混ぜると，濃度が 22％になった。Ａ，Ｂの食塩水の

濃度はそれぞれ何％か。 

 

 

 

   答 Ａ  ％  

    Ｂ  ％  
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年年  齢齢  のの  問問  題題  
 

 

例題 

 現在の父親の年齢は，子どもの年齢の 3 倍より 1 歳若く，今から 12 年後には，父親の年齢が子どもの年齢

の 2 倍になる。現在の父親の年齢と子どもの年齢をそれぞれ求めなさい。 

 

考え方 

 

① 現在の父親の年齢と子どもの年齢をそれぞれ x 歳， y 歳とする。 

② 父親と子どもの年齢 

ポイント  父親も子どもも必ず同じだけ年をとる！ 
 

☆ 表にして考えよう 

 現在の年齢 12 年後の年齢 

父親の年齢 x  歳 ( )x+12 歳 

子どもの年齢 y  歳 ( )y+12 歳 

 

③ 父親と子どもの年齢関係 

・ 現在 父親の年齢 ＝ 3×子どもの年齢－1 
 

・ 12 年後 父親の年齢 ＝ 2×子どもの年齢 
 

 
解法 

 

( )

x y

x y

= −


+ = +

…①

…②

3 1　　

12 2 12 　
 

'

'

x y

x y

− =−


− =

…①

…②

3 1　

2 12　
 

 

①’－②’より， x を消去する 

y

y

− = −

=

13

13  

 

①’に y =13を代入する 

x

x

− = −

=

39 1

38
 

 

 

 

答 父親   38  歳 

 子ども   13  歳 
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実  践  問  題 
 

 

1 現在の父親の年齢は，子どもの年齢の5倍よりも4歳若

く，20年後には父親の年齢が子どもの年齢の2倍にな

る。父親と子どもの現在の年齢を求めなさい。 

 

 

 

   答 父親  歳  

    子ども  歳  

 
2 現在，母親の年齢は子どもの年齢の 3 倍であるが，9 年

後には母親の年齢は子どもの年齢の 2 倍になっている

という。母親と子どもの現在の年齢を求めなさい。 

 

 

 

   答 母親  歳  

    子ども  歳  

 

 

3 現在，兄の年齢と弟の年齢の和は 34 である。8 年前に

は，兄の年齢は弟の年齢のちょうど 2 倍であったという。

現在の兄の年齢と弟の年齢をそれぞれ求めなさい。 

 

 

 

   答 兄  歳  

    弟  歳  

 
4 現在，母親の年齢と子どもの年齢の和は 50 である。5 年

前には，母親の年齢は子どもの年齢のちょうど 3 倍で

あったという。現在の母親の年齢と子どもの年齢をそれ

ぞれ求めなさい。 
 

 

 

   答 母親  歳  

    子ども  歳  
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比比  にに  関関  すす  るる  問問  題題  
 

 

例題 

 姉と妹の 2 人で買い物に行った。2 人の所持金の合計は 6500 円であったが，姉が 500 円，妹が 400 円使っ

たので，2 人の所持金の比は 5：3 になった。 

 はじめの 2 人の所持金はそれぞれいくらだったか求めなさい。 

 

 

考え方 

 

① はじめの姉と妹の所持金をそれぞれ x 円， y 円とする。 
 

② 使ったあとの 2 人の所持金について，比の式をつくる。 
 

ポイント  比の式は，（外側どうしの積）＝（内側どうしの積） 
※（外項の積）＝（内項の積）という。 

a ：b ＝ p ： q のとき， aq ＝bp  

 
 

 

 
解法 

 

( ) ( )= :

x y

x y

+ =


− −

…①

…②

6500　　

500 : 400 5 3　  

 

②を整理すると， 

( ) ( )x y

x y

x y

− = −

− = −

− = − …②'

3 500 5 400

3 1500 5 2000

3 5 500　　
 

 

①×5＋②’より 

)

x y

x y

+ =

+ − = −

5 5 32500

3 5 500  

x

x

=

=

8 　　　 32000

4000
 

 

①へ x = 4000を代入 

y

y

+ =

=

4000 6500

2500  

 

 

 

答 姉   4000  円 

 妹   2500  円 
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実  践  問  題 
 

 

1 兄と弟の2人は買い物に行った。2人の所持金の合計は

6500円であったが，2人とも500円ずつ使ったので，2人の

所持金の比は6：5となった。はじめの2人の所持金はそ

れぞれいくらだったか求めなさい。 

 

 

 

   答 兄  円  

    弟  円  

 
2 男女の人数の比が 7：3 の会場係の生徒たちが，いすを

体育館に運んだ。男子は 3 脚，女子は 2 脚ずつ運ぶの

を 3 回くり返したら，全部で 324脚のいすが運べた。男女

の人数を求めなさい。 

 

 

 

   答 男子  人  

    女子  人  

 

 

3 ある美術館の入館料は，大人 1 人 200 円，子ども 1 人

100 円である。先日の大人と子どもの入館人数の比は

4：1 で，入館料の合計は 360000 円であった。大人と子ど

もの入館者数をそれぞれ求めなさい。 

 

 

 

   答 大人  人  

    子ども  人  

 
4 ある美術館の今週水曜日の入館者数の男女の比は7：8

であった。翌日の木曜日は，水曜日に比べて男子が 30

人減り，女子は 5 人増えて，男女の比は 10：13 になっ

た。水曜日の入館者数をそれぞれ求めなさい。 
 

 

 

   答 男子  人  

    女子  人  
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1 1冊120円のノートＡと1冊180円のノートＢを合わせて9冊

買い，代金1320円を払った。ノートＡとノートＢをそれぞれ

何冊買いましたか。（Ｐ8） 

 

   答 Ａ  冊  

    Ｂ  冊  

 

 

2 鉛筆3本とボールペン4本の代金は600円で，鉛筆6本と

ボールペン3本の代金は750円である。鉛筆1本，ボール

ペン1本の値段をそれぞれ求めなさい。（Ｐ8） 

 

   答 鉛筆  円  

    ボールペン  円  

 
 

確 認 問 題 
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3 大きさの違う2種類の画用紙Ａ，Ｂがある。Ａ6枚とＢ4枚

を買うと260円，Ａ4枚とＢ3枚を買うと180円である。この

とき，Ａ1枚とＢ1枚の値段をそれぞれ求めなさい。（Ｐ10） 

 

   答 Ａ  円  

    Ｂ  円  

 

 

4 缶詰Ａ，Ｂがある。Ａを3個，Ｂを2個買うときの代金は

1400円，Ａを7個，Ｂを4個買うときの代金は3100円であ

る。Ａ1個とＢ1個の値段をそれぞれ求めなさい。（Ｐ10） 

 

   答 Ａ  円  

    Ｂ  円  

 

 

確 認 問 題 
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5 2けたの正の整数がある。各位の数の和は8で，十の位

の数と一の位の数を入れかえた数は，もとの数より36大

きくなるという。もとの数を求めなさい。（Ｐ12） 

 

 

   答     

 

 

6 2けたの自然数がある。この数の十の位の数字の2倍

と，一の位の数の3倍とをたすと34になる。また，十の位

の数字と一の位の数字を入れかえてできる数は，もとの

数より27大きい。もとの自然数を求めなさい。（Ｐ12） 

 

   答     

 
 

確 認 問 題 
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7 Ａ地から15㎞はなれたＢ地まで行くのに，途中のＰ地ま

では自転車で，Ｐ地からは歩いて行くと，1時間25分か

かった。自転車の速さを毎時18㎞，歩く速さを毎時4㎞と

してＡＰ間とＰＢ間の道のりをそれぞれ求めなさい。（Ｐ

14） 

 

   答 ＡＰ間  ㎞  

    ＰＢ間  ㎞  

 

 

8 Ａ地から15㎞はなれたＢ地まで行くのに，Ａ地から途中

のＰ峠までは毎時3㎞の速さで進み，Ｐ峠からＢ地まで

は毎時6㎞の速さで進み，全体で4時間かかった。ＡＰ間

とＰＢ間の道のりをそれぞれ求めなさい。（Ｐ14） 

 
 

   答 ＡＰ間  ㎞  

    ＰＢ間  ㎞  

 

 

確 認 問 題 
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9 周囲2400mの池のまわりを，Ａ，Ｂ2人が同時に同じ場所

から歩いた。反対の方向に歩くと，15分で出会い，同じ

方向に歩くと60分でＡがＢをちょうど1周追いぬいた。Ａ，

Ｂの速さは，それぞれ毎分何mか。（Ｐ16） 

 

 

  答 Ａ 毎分  m  

   Ｂ 毎分  m  

 

 

10 ある列車が，450mの鉄橋を渡りはじめてから，渡り終

わるまでに25秒かかった。また，この列車が700mのトン

ネルにはいりはじめてから，出てしまうまでに35秒か

かった。この列車の秒速と長さをそれぞれ求めなさい。

（Ｐ18） 

 

 答 列車の速さ 秒速  m  

  列車の長さ  m  

 
 

確 認 問 題 
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11 ＡとＢの所持金の合計は3000円であった。Ａは所持金

の80％を，Ｂは所持金の40％を出し，2000円の品物を

買った。ＡとＢのはじめの所持金をそれぞれ求めなさ

い。（Ｐ20） 

 

   答 Ａ  円  

    Ｂ  円  

 

 

12 ある中学校の生徒数は475人である。このうち，男子の

生徒数の18％と女子の生徒数の20％が自転車通学を

しており，その合計は90人である。男子と女子の人数を

それぞれ求めなさい。（Ｐ20） 

 

   答 男子  人  

    女子  人  

 

 

確 認 問 題 
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13 ある中学校の去年の生徒数は350人で，去年に比べて

男子は15％増加し，女子は10％減少したので，全体で

10人増加した。今年の男子，女子の生徒数をそれぞれ

求めなさい。（Ｐ22） 

 

   答 男子  人  

    女子  人  

 

 

14 ある中学校の去年の生徒数は1000人で，今年は去年

に比べて男子は10％減少し，女子は20％増加したの

で，全体で20人増加した。今年の男子，女子の生徒数を

それぞれ求めなさい。（Ｐ22） 

 

   答 男子  人  

    女子  人  

 
 

確 認 問 題 
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15 2％の食塩水と9％の食塩水を混ぜて，7％の食塩水を

700gつくりたい。それぞれ何gずつ混ぜればよいか。（Ｐ

24） 

 

 

   答 2％  ｇ  

    9％  ｇ  

 

 

16 銀を90％含む合金と，銀を60％含む合金がある。この2

つの合金を溶かして混ぜ合わせ，銀を85％含む合金を

600gつくりたい。それぞれ何gずつ混ぜればよいか。（Ｐ

24） 
 

   答 90％  ｇ  

    60％  ｇ  

 

 

確 認 問 題 
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17 Ａ，Ｂ2種類の食塩水が750gずつある。Ａから450g，Ｂ

から300gとって混ぜ合わせたら，8％の食塩水ができた。

また，残った食塩水を混ぜ合わせたら，7％の食塩水が

できた。Ａ，Ｂの濃度はそれぞれ何％ですか。（Ｐ26） 

 

 

   答 Ａ  ％  

    Ｂ  ％  

 

 

18 濃度の異なる食塩水Ａ，Ｂがある。食塩水Ａを500gと食

塩水Ｂを200g混ぜて，6％の食塩水をつくろうとしたが，

まちがえて食塩水Ａと食塩水Ｂの重さを逆にして混ぜて

しまったため，9％の食塩水ができてしまった。食塩水

Ａ，Ｂの濃度をそれぞれ求めなさい。（Ｐ26） 

 

   答 Ａ  ％  

    Ｂ  ％  

 
 

確 認 問 題 
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19 現在，父親の年齢と子どもの年齢の和は54である。10

年後には，父親の年齢は子どもの年齢の2倍よりも5大

きくなるという。現在の父親の年齢と子どもの年齢をそ

れぞれ求めなさい。（Ｐ28） 

 

  

   答 父親  歳  

    子ども  歳  

 

 

20 現在，父親の年齢と子どもの年齢の和は56である。12

年後には，父親の年齢は子どもの年齢の2倍よりも2大

きくなるという。現在の父親の年齢と子どもの年齢をそ

れぞれ求めなさい。（Ｐ28） 
 

  

   答 父親  歳  

    子ども  歳  

 

 

確 認 問 題 
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21 男女の人数の比が6：5の会場係の生徒たちが，いすを

体育館に運んだ。男子は3脚，女子は2脚ずつ運ぶのを

4回くり返したら，全部で336脚のいすが運べた。男女の

人数を求めなさい。（Ｐ30） 

 

  

   答 男子  人  

    女子  人  

 

 

22 ある美術館の今週水曜日の入館者数の男女の比は4：

3であった。翌日の木曜日は，水曜日に比べて男子が12

人減り，女子は6人増えて，男女の比は9：8になった。水

曜日の入館者数をそれぞれ求めなさい。（Ｐ30） 

 

  

   答 男子  人  

    女子  人  

 
 

確 認 問 題 
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1 兄と弟がお金を出し合い，サッカーボールを1個買った。

値段は6000円であったので，兄は自分の所持金の 1
2

を，弟は自分の所持金の 1
3

を出して代金を支払った。

代金を支払った後，残った所持金を比べたところ，兄の

金額は弟の金額の2倍であった。代金を支払う前の兄と

弟の所持金はそれぞれいくらであったか。 

 

   答 兄  円  

    弟  円  

 

 

2 ある中学校で生徒の通学距離について調査したところ，

1.5㎞未満の生徒の数は，98人で全校生徒の40％で

あった。また，2.5㎞以上の生徒の割合は，男子は男子

全体の30％，女子は女子全体の20％を占めていたが，

これを人数で比べてみると，女子は男子より11人少ない

ことがわかった。全校の男子，女子の生徒数をそれぞれ

求めなさい。 

 

   答 男子  人  

    女子  人  
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3 Ｔ君と姉のMさんとは，家からの道のりが2400mのＰ書店

まで同じ道を通って行くことにした。Ｔ君は午前10時に歩

いて家を出発した。Mさんは，午前10時6分に自転車で

家を出発し，4分後にＴ君に追いついた。Mさんは追いつ

いた地点で自転車を降り，Ｔ君と一緒に15分間歩いたの

ち，ふたたび自転車に乗り，2分後にＰ書店に着いた。Ｔ

君は，そのまま歩いてＰ書店に着いた。このとき，Ｔ君が

歩く速さと，Mさんが自転車で走る速さを分速で求めなさ

い。 

 

 

  答 Ｔ君 分速  m  

   Mさん 分速  m  

 

 

4 Ａ，Ｂ2種類の食塩水がそれぞれ400gずつある。食塩水

Ａから200g，食塩水Ｂから100gをとって混ぜたら，8％の

食塩水ができた。また，食塩水Ｂの残りの300gに20gの

食塩を混ぜたら，食塩水Ａと同じ濃度になった。食塩水

Ａ，Ｂの濃度は，それぞれ何％か求めなさい。 

 

   答 Ａ  ％  

    Ｂ  ％  
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5 あるスーパーマーケットでは，Ａ，Ｂ2種類のオレンジを仕

入れた。Ｂのオレンジの個数は，Ａより20％多い。Ａ1個

の値段を100円とし，ＢはＡより1割安くした。Ａのオレンジ

はすべて売れ，1900円の利益があった。Ｂは5個売れ

残ったが，売り上げ金はＡより150円多くなった。Ａのオレ

ンジを何個仕入れたか。また，Ａのオレンジ全体の仕入

れ値は何円か。 

 

   答   個  

      円  

 

 

6 ある組の生徒がＡ列とＢ列に分かれて並んでいる。い

ま，Ａ列の3人をＢ列に移すと，Ｂ列の人数は，この組の

生徒数の 2
3

になるという。また，Ｂ列の3人をＡ列に移

すと，Ａ列とＢ列の人数は等しくなるという。生徒を移さ

ないとき，Ａ列，Ｂ列に並んでいる生徒の人数を求めな

さい。 

 

   答 Ａ列  人  

    Ｂ列  人  
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7 給水管Ａ，Ｂと水そうがある。Ａからは毎分8Ｌ，Ｂからは

毎分6Ｌの水が出る。また，Ａ，Ｂをいっしょに使って，水

そうをいっぱいにするには15分間かかる。いま水そうに

Ａだけで，ある時間水を入れ，続いてＢだけで水を入れ

たら，いっぱいになるまでには，最初から31分間かかっ

た。Ａで入れた水の量，Ｂで入れた水の量をそれぞれ求

めなさい。 

 

   答 Ａ  Ｌ  

    Ｂ  Ｌ  

 

 

8 40人の団体が競技大会に参加するために，駅から会場

までタクシーに分乗して行った。タクシーは4人乗りと5人

乗りの2種類があり，どのタクシーも定員通り乗ったとこ

ろ，ちょうど全員乗ることができた。かかった料金はタク

シー1台あたり，4人乗りは820円，5人乗りは900円で全

部で7700円であった。4人乗りのタクシー，5人乗りのタク

シーはそれぞれ何台でしたか。 

 

  答 4人乗り  台  

   5人乗り  台  

 

 
 
 

 

 


